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阪神南県民センター 令和５年度主要施策の概要 

（阪神南地域創生戦略 令和５年度アクション・プラン） 

「住み続けたい」、「移り住みたい」、「訪ね続けたい」と思える地域の実

現を目指し、以下の３つの柱に基づき各種施策を実施する。 

１ 地域の魅力をいかした交流の促進 

２ 賑わいのあるまちづくり 

３ 環境と調和した安全・安心なまちづくり 

 

 

１ 地域の魅力をいかした交流の促進  

(１) 2025 年大阪・関西万博に向けたベイエリアの魅力発信 ～阪神南地域の都市ブランド力の向上～ 

① 【新】「具体」による地域ブランド力の向上：5,000 千円 

阪神南地域発祥の「具体」が阪神間モダニズム特有の文化風土を背景に花開き展開さ 

れた芸術であることを発信するとともに、国内外から 2025 年大阪・関西万博に来場す 

る人々を阪神南地域に誘客し、周遊を促すため、専門家等による検討などに着手 

・「具体」魅力発信方策検討委員会(仮称）の設置 

・「GUTAI」マップの制作 

② 【新】「マリンスポーツ」を活用した臨海部の活性化：1,200 千円 

マリンスポーツに適した環境や活動拠点がある阪神臨海部の特性を活かし、官民協働 

で地域が一体となり、エリア全体の知名度向上・誘客促進を図る 

 ・SNS 動画投稿・フォトコンテスト等の開催 

・スポーツ大会開催時に同時開催するイベントなどの賑わいづくりの支援 

③ 【新】尼崎運河クルーズ社会実験イベントの実施：1,000 千円 

貴重な地域資源である尼崎運河を活用し、2025 年大阪・関西万博開催時のシーズン定                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

時運行に向けて運河クルーズを集中開催する社会実験イベントを実施 

 (２) 阪神間モダニズムをいかした交流の促進 

① 【新】阪神間モダニズムの魅力を訪ねるマップの作成：1,000 千円 

阪神間モダニズムを象徴するグルメ（食文化）やアート（美術）、 

建築などをテーマにしたまちあるきのためのマップを作成 

② 阪神間モダニズムの魅力を体験するイベントやセミナーの開催：2,800 千円 

モダニズム建築等を活用した話題性があるイベントやセミナーを開催し、阪神間モ 

ダニズムの魅力を発信 

 開催時期：令和５年秋頃予定 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 

事業内容、開催時期等変更となる可能性あり 

 

【阪神間モダニズムセミナー】 

（令和 4 年度の様子） 

今後、予算等の審議、実施方法等の精査等に伴い、内容に変更が生じる可能性がある。 

各項目に記載の金額については、地域躍動推進費の計上予定額。 
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 (３) 地域資源をいかした交流の促進 

① 阪神地域オープンミュージアム無料開放ＤＡＹの開催：5,632 千円うち 4,432 千円【阪神北県民局共催事業】 
阪神地域に多数集積している個性豊かな美術館・博物館などの施設を同時期に無 

料開放することにより、交流人口の拡大及び地域の魅力を発信 

 実施期間：令和５年 10 月６日（金）～８日（日） 

 対象施設：阪神地域の美術館、博物館、資料館など 30～40 施設 

② 阪神南ふれあいスポーツフェスタ 2023 の開催：3,200 千円 

西日本最大級の複合スポーツ施設「尼崎スポーツの森」や都市 

近郊の自然を活かし、トップアスリート等のトークショー、スポ 

ーツ教室など幅広い世代が交流できるスポーツイベントを開催 

 開催時期：令和５年 10 月頃 

 内  容：トップアスリート等のトークショー、スポーツ教室、 

フットサル大会、ランニングクリニック、子どもラ 

グビー大会 等 

③ あにあん倶楽部を活用した情報発信：5,000 千円 

「あにあん倶楽部」のＷｅｂサイトやＳＮＳによる地域のイベン 

ト・スポット情報の発信やフォトコンテストを実施するとともに、 

  若年層向けコンテンツを充実し、阪神南地域への来訪を誘引 

２ 賑わいのあるまちづくり 

(１) ふるさとづくりの推進 

① 阪神南ふるさとづくり応援事業の実施：8,250 千円 

地域の課題解決や活性化に向けて阪神南地域を活動基盤とする団体が取り組む事業 

を支援 

ア  ［新］2025 年大阪・関西万博に向けた交流促進支援事業 

   新たに 2025 年大阪・関西万博に向けて、域外からの交流を促進するにぎわいづく 

りを支援し、機運醸成を図る 

  補助金額：上限 300 千円／団体（７団体程度） 

イ  地域活動支援事業 

   地域課題の解決につながる取組、地域の活性化に向けた取組を支援 

  補助金額：上限 200 千円／団体（15 団体程度） 

ウ  地域の魅力発信集客イベント支援事業 

   地域のにぎわいを創出し、消費喚起を図る地域活性化に資する集客･交流イベント 

を支援 

  補助金額：上限 200 千円／団体（15 団体程度） 

② 大学生による地域活性化の取組への支援：3,250 千円 

多くの大学が立地する阪神南地域の特徴を活かし、大学生による地域団体や事業 

者と連携した地域活性化等に資する活動を支援 

また、活動団体による連携交流フォーラムを開催し、新しい発想による地域課題の 

【ふれあいスポーツフェスタ 2022】 
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解決と地域の活性化を推進 

ア  活動助成 

   支援対象：学生と地域団体、事業者等との連携による地域活性化事業 

   実施主体：阪神地域の大学・短期大学のゼミ・研究室等の学生研究グループ、 

大学生グループによる地域づくり活動を実施する NPO 等 

   支 援 額：上限 250 千円／団体（７団体程度） 

イ  阪神つながり交流祭の開催 

 大学生による地域活性化活動の発表や大学・大学生同士と地域団体等の交流の場 

となるフォーラムを開催 

 開催時期：令和５年 12 月頃  

開催場所：管内大学施設等 

 (２) ものづくり産業等の振興 

① 【拡】阪神南ものづくりイノベーションの推進：7,675 千円 

阪神南地域の特徴であるものづくり産業のイノベーションを推進するため、（一 

財）近畿高エネルギ―加工技術研究所（ＡＭＰＩ）と連携して、リーディングテクノ 

ロジー（ＬＴ）企業に対し、新技術の実用化への助成を行うとともに、リエゾンマン 

による技術指導・助言などを支援 

ア  新技術の実用化への助成 

   助成内容：活性化促進支援、実用化研究支援、スパイラルアップ研究支援、販路 

開拓活動支援 

     補 助 率：上限 300 千円／社（グループ） 

  イ  その他の支援 

・リエゾンマンによる技術指導・助言 

・技術、販売アドバイザーの派遣 

     ・LT 実用化支援事業推進委員会の開催 

      ・あまがさき産業フェアへの出展 

     ・ものづくり企業向けセミナーの開催 等 

② 若者ものづくり人材確保支援事業の実施：2,424 千円うち 1,624 千円 

  高校生及び大学生を対象に、ものづくりの楽しさに触れる機会を創出し、管内企業

への就職を支援 

ア  ものづくり出張セミナー 

対象者：高校生 

内 容：熟練技術者による出張講話を実施 

イ  産業用ロボットセミナー 

対象者：高校生 

内 容：ロボットの作業デモンストレーション見学及び講義 

高校生による新用途等のアイディア発表会 

成績優秀者の「ロボットアイディア甲子園」への派遣 

 

【産業用ロボットセミナー】 

【阪神北県民局共催事業】 

【あまがさき産業フェア】 
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ウ  就業体験バスツアー 

対象者：高校生、大学生 

内 容：管内企業を見学 

③ 【新】商店街等の集客促進への支援：1,020 千円 

市域の商店連盟が実施する広域的な集客事業の実施を支援 

 補助対象：市域商店街等の広域を対象とした集客を図るための広報イベント 

 対象団体：尼崎商店連盟、西宮市商店市場連盟 

 補 助 率：上限 500 千円／団体（補助率１／２） 

３ 環境と調和した安全・安心なまちづくり  

 (１) 環境と調和したまちづくりの推進 

① 「尼崎 21 世紀の森構想」の推進：2,800 千円 

SDGs を実践する「尼崎 21 世紀の森構想」策定後 20 年の取組の成果を踏まえ、森 

づくりに加え環境学習や国際交流の新たな取組を推進 

ア ［新］環境学習フェスティバル 

構想エリア内（国道 43 号以南の尼崎臨海地域）で実施されている環境学習を 

一体的に紹介し、その魅力をアピールするイベントを開催 

  開催時期：令和５年秋頃予定 

イ ［新］21 世紀の森国際支援事業 

中央緑地を訪れる海外旅行者、尼崎スポーツの森を利用する 

海外アスリートに対し、21 世紀の森の魅力を発信するとともに 

地域レベルでの国際交流を促進 

② 街路樹リノベーションの推進 

まちの品格・風格を高めるため、街路樹の剪定・伐採・樹種更新等を計画的に推進 

・県道浜甲子園甲子園口停車場線：街路樹更新計画に基づく取組の実施 

・県道甲子園六湛寺線：街路樹更新計画策定のためのワークショップの開催 

(２) 防災・減災対策の推進 

① 津波対策の推進 

「津波防災インフラ整備計画(平成 26～令和５年度)」に 

基づき、近い将来発生が懸念される南海トラフ地震等によ 

る津波に備えた対策を推進 

・防潮堤の沈下対策：尼崎市東海岸町 

・津波の越流対策：新川水門沿いの防潮堤（西宮市） 

② 高潮対策の推進 

「兵庫県高潮対策 10 箇年計画（令和元～10 年度）」に基づき、平成 30 年の台風第 

21 号により浸水被害が発生した地区の再度災害防止の緊急対策を実施するととも

に、その他の地区においても優先度の高い箇所から対策を計画的に実施 

 

 

【新川水門・統合排水機場の整備】 

(イメージパース) 

【ふれあいスポーツフェスタ】 

(中央緑地公園会場) 
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緊 急 対 策 箇 所 

（管内７箇所） 

事業中 
西宮市 甲子園浜地区 

芦屋市 南芦屋浜地区 

整備完了 

尼崎市 丸島地区 

西宮市 鳴尾浜地区、鳴尾地区、西宮浜地区 

芦屋市 宮川 

緊急対策箇所以外 

（管内 10 箇所） 

事業中 
西宮市 新川・東川統合排水機場、枝川町地区 

芦屋市 芦屋浜地区 

整備完了 芦屋市 宮川（下流） 

 

③ 武庫川流域総合治水対策の推進 

「武庫川水系河川整備計画(平成 23 年８月)」及び「阪神 

西部(武庫川流域圏)地域総合治水推進計画(平成 25 年３月)｣ 

に基づき、総合的な治水対策を推進 

・河川対策 低水護岸工事、河床掘削工事、南武橋架替工事、 

床止改築工事 

・流域対策 ため池等貯留整備に向けた協議調整 

・減災対策 出前講座・地元説明会の実施 

④ 治水・土砂災害対策の推進 

ア  河川対策アクションプログラム 

 激甚化・頻発化する豪雨災害を踏まえ、「河川対策アクションプログラム（令和 

２～10 年度）」に基づき、河川改修等を推進 

【主な取組】 

    津門川地下貯留管整備事業（西宮市）（直径 4.9ｍ､延長 1,782ｍ） 

    期間：平成 29 年度～令和８年度 

イ  山地防災・土砂災害対策計画 

「第４次山地防災・土砂災害対策計画（令和３～７年度）」 

に基づき、砂防堰堤等の整備を推進 

【整備箇所】 

 西宮市：ヤケリ谷川、しのき谷川、青葉台２丁目 等 

 芦屋市：奥池(１) 等 

 

 

(３) 阪神南圏域における医療確保対策の実施 

① 地域医療構想の推進：300 千円うち 150 千円【阪神北県民局共催事業】 

医療資源の有効活用に必要な病院間の連携強化方策等を検討するため、阪神圏域

の医師会、公立病院、民間病院協会、行政等で構成する地域医療構想調整会議阪神

圏域代表者会を開催 

開催回数：年２回 

 

【武庫川護岸工事】 

 

【白水川砂防堰堤（令和 4年度完）】 
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② 小児救急二次輪番検討会議の開催：150 千円 

小児救急医療、二次輪番体制の課題検討のため、阪神圏域（阪神南部）の二次輪

番病院、行政で構成する小児救急医療検討委員会を開催 

開催回数：年２回 

③ 感染症対策の充実強化：100 千円 

各医療機関における薬剤耐性に係る知識、情報共有の取組や院内発生時の対策、

アウトブレイク発生時の対応及び新型コロナウイルス感染症へ対応等について情報

共有や対応協議などを実施 

・阪神南圏域感染症ネットワーク会議の開催 

・阪神南圏域感染症コアメンバー会議との連携 

④ 地域包括ケアシステム推進支援事業の実施：350 千円 

在宅医療・介護連携の充実のため、阪神圏域（阪神南部）における関係機関（医

療・介護・福祉）の連携体制を強化 

・多職種連携フォーラムの開催 

・在宅医療・介護連携推進会議の開催 等 

 

【目標】「安心して暮らせる阪神南地域」の実現 （数値欄の上段(網掛)は目標値、下段は実績値） 

ＫＰＩ 目標設定の時点 R2 R3 R4 R5 R6 

芸術文化を楽しむ機会
があると思う人の割合 

 
前年度を
上回る 

前年度を
上回る 

前年度を
上回る 

前年度を
上回る 前年度を上回る 

42.5％(R1) 42.7％ 45.0％ 47.9％   

住んでいる地域にこれ
からも住み続けたい人
の割合 

 80％ 80％ 80％ 80％ 80％以上 

80.6％(R1) 76.0％ 72.8％ 82.6％   

観光入込客数 

 
14,917 
千人 

15,138 
千人 

15,359 
千人 

15,580 
千人 15,800 千人 

14,475 千人 
（H30 速報) 

14,727
千人 
(R1) 

 7,895
千人 
(R2) 

 9,493
千人 

(R3 速報) 
  

社会増減 

 
転入超過
の維持 

転入超過
の維持 

転入超過
の維持 

転入超過
の維持 転入超過の維持 

1,096 人(R1) 1,663 人 ▲87 人    

安心して楽しく子育て
ができると思う人の割
合 

 
前年度を
上回る 

前年度を
上回る 

前年度を
上回る 

前年度を
上回る 前年度を上回る 

53.8％(R1) 53.2％ 58.9％ 55.1％   

災害に対する自主的な
備えをしている人の割
合 

 39.1％ 43.1％ 47.1％ 51.1％ 55％以上 

35.1％(R1) 35.6％ 39.8％ 45.5％   

治安がよく、安心して
暮らせると思う人の割
合 

 72.8％ 74.6％ 76.4％ 78.2％ 80％以上 

71.0%(R1) 79.7％ 75.4％ 67.0％   

自転車違反摘発件数の
全県に対する割合 

 70.9％ 65.7％ 60.5％ 55.3％ 50％以下 

76.1％(R1) 62.6％ 31.4％ 34.0％   

市町内総生産（実質） 

 
3 兆 4,062

億円 
3 兆 4,449

億円 
3 兆 4,836

億円 
3 兆 5,223

億円 

3 兆 5,608 億円 
以上

（H28*110％） 

3 兆 3,288 億円 
以上(H30 速報) 

3 兆 3,166
億円 

(H30) 

3 兆 5,601
億円 
(R1) 

   

 


